










































































































































































































































































（ 8 ）　渡辺洋三『土地・建物の法律制度（上）』（東大出版会）（1960年） 6 頁・ 7 頁。




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































また同法第 3 条 3 項として、「前 2 項については、いかなる場合において
も、第 2 条ただし書きを準用するものとする」を追加したいとも考えてい
る。制限論からすれば、いささか問題であろうが、今日までの土地基本法
の成立以来の状況を考えると、そうせざるを得ないように思われるのであ
る。もちろん私自身も制限論については積極的であり、最近の論文でもそ
のことを強調したつもりである
（32）
。本稿で検討したことを十分に生かしなが
ら、土地法学を実のあるものにしたいと考えている。
（32）　大西泰博「土地利用における土地所有権の規制論」（『民事法学の歴史と未来』
（田山輝明先生古希記念論文集））（成文堂）（2014年）221頁以下参照。
